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ウィ 冫 ．ドプロフア 4 ラデ
ー タ を用 いた融解層の 実態把握

＊

山根彩子 ・水 野 　量 （気象大学校 〉

i．は じめに

　中高緯度地方に おけ る 降水 の 大部分は，上 空 で 成

長 した氷粒子 の 融解過程を伴 う．氷粒子 の 融解 に伴

っ て、0℃ 高度直下に安定層が発達した り 1 レ
ー

ダマ

エ コ
ー

にブライ トバ ン ドが現れた りもする．また，メ

ソス ケ
ー

ル現象 の 発達 に も関係 して い る こ とが報告
され て い る．

　本稿で は，ウ ィ ン ドプロ フ ァ イ ラデ
ー

タに 見られ

る融解による降水粒子の 特性の 変化 を利用 して ，融

解層 め実態を統計的に 把握する ことを目的 と した ．

2．デー
タと方法

2，1 デ
ー

タ

　 国内の 代表地点と して水戸 におけ る 200i年 7月〜

2002年 6月 の ウ ィ ン．ドプ ロ フ ァ イラデー
タを用 い た．

各 種デー
タ （SN 比 （受信強度），鉛直 速度，風向，

風 速）は，高度 300m 間隔，時 間 11e分間隔で 得られ

て い る ま た ，館野に お ける 12 時間問隔 の ゾンデデ
ー

タ か ら時 間的に内挿した 0 ℃高度を用 い て 0℃ 高

鹿に相対 的な高度に つ い て 各種デー
タ の 統 tttを行 い 、

水戸 にお けうア メダ ス の 毎時降水量デ
ー

タを用 い て

融解 厨の 特徴 と降水 と の 関係 を解析 した，
2．2 方法

　次の 填目を統 計的に調 べ て 融 解層の 実態を把握 し

た．

  各種デ
ー

タ 〔SN 比，鉛直速度，風 向 ，風 速） の

CFAD畑 nゆ τed　frequency　by　altifude 　diagrams．
高度別 頻度分布図｝な どか ら、融解層付近 の特撒を調

べ た ．

  SN比 ・高度デ r タか ら統計的な ブライ トバ ン ドの

強度と中心高度，厚 さを定義 し，降水強度と の関係を

調 べ た．

  鉛直速度 の 高度 によ る 2 階微分 面 ／dビの CFADか
ら融解層付近の特徴を調 べ た ．

3．結果

　ウィ ン ドプ ロ フ ァ イ ラデー
タの 統 計 か ら．次の よ

うな融解 層 の 実態が分か っ た ．

  降水時 に ブ ヲイ、トバ ン ドの 特徴 を示す O℃ 高度下

の大きな SN比 の 頻 度が高 く ．（図
’
1），こ の 特徴は ほ

ぼ
・
年 を 通 して 見 られた （図

・2），融解過程の 重 要性
を 示す結果 で ある，

  統計的な プ ライ トバ ン ドの 強さ （雨領域に お け る

SN比 メ ジ ア ン 値 か らの Sh比増加 量 』 SN）は SN比 1眺
値 で 8dB以 Eで あ る が ，　SN 比 パ ー

セ ン タイ ル と 降水

強度 に よ っ て 変化 した ，また，中心高度 ｛ASN ≧ 7dB
の デ

…夕 に つ い て の 高 度 の 50制直）は   ℃ 高度 下約

400m．：厚 さ （同，じデ
ー

タ の 高度の ．1
・q％値と

‘
9膿値 との

差）は約 1000mで 幽り，降水強塵に依 存髪な かっ た ．

  図 3 の よ う
’
に 負 の 面 ／az≧頻度極大が 0 ℃ 高度直

F で 頻度が高く，il三の dZw／dz2頻度極大が 0 ℃高度下
約 7GOm・に 見 られ た．これ らは統計的な降水粒午の融
解過程 の 開始高度と終了高度を示すと考え られ，SN
比 の CFAD（図 D と対応 す る 結果で ある．
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